
平成２５年度 服飾文化学会 論文発表会 プログラム

２０１４．０２．０２．

14:00～14:05 開会の辞

◆卒業論文発表◆

14：05～14:20 座長 福田博美（文化学園大学）

１．「冠位十二階の文化史的意義 ―古代中国・朝鮮文化の影響の中で―」

四戸 菜穂（共立女子大学）

14：20～14：35 座長 大塚有里（東京家政大学）

２．「ハンガリーの民族衣装に施されている刺しゅうについて―ウエディングドレスの製作―」

森 未也加 （文化学園大学）

14:35～14：50 座長 大網美代子（大妻女子大学）

３．「漫画家中村明日美子が描くロリータファッションについてー実物製作―」

八木 明日香（文化学園大学）

14：50～15：05 座長 常見美紀子（京都女子大学）

４.「エル・リシツキーとロシア構成主義」

栗田 哲希（杉野服飾大学）

15：05～15：20 休憩

15:20～15：35 座長 宮武恵子（共立女子大学）

５．「これからのファッション業界に必要なことは何か―GUCC Iにみる社会的責任貢献度と企業の存続性―」

阿多 美保子（跡見学園女子大学）

15:35～15：50 座長 田中淑江（共立女子大学）

６．「現代に伝わる紙衣の歴史－白石和紙を中心に－」

田村 美穂（文化学園大学）

15：50～16：05 座長 能澤慧子（東京家政大学）

７．「大正時代は可愛いのかー雑誌『少女の友』広告よりー」

大久保詠美子（日本女子大学）

16:05～16:10 閉会の辞

16:20～17:20 懇親会 1 号館 1階 学生食堂にて


